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一
暫

必
ず
味
方
、敗
軍
に
及
ぼ
ヽ
、再
バ
＝
面
を
振
つ
ｔ
、
中

１１，１１
に
堪
＃
財
る
べ
し
，
■
や
珈
い
Ｌ
、厳
一

に
組
角
を
見
す
る
蔵
に
で
は
、■
く
は
生
き
て
、
本
国
に
は
燃
る
ま
ギ
，
小
島
も
“
、
軍
い
手
分

を
せ
よ
と
て
、
■
づ
馬
場
美
濃
守
∴

鮨
有
鮨
―‐１１
人
■
・無
田
―ｌｌｉ
た
キ
綺
円
一●
■
４
■
部
■
，■
●

右
術
門
尉
の
五
手
は
、大
富
薔
件
久
――――
●
１１１
＝
購
・解
力
筑
前
守
，明
胸
十
■
―‥‐１■
メ
■
曲
」
押
撃

う
、　
¨
戦
七
拙
む
べ
じ
．
内
尊
修
理
・武
川
選
池
軒
・＝
午
人
佐
・１１１
１１１
ム
衛
――‐―
＝
・Ｉ
甘
刑
部
ゆ
哺

雨
入
一
手
、
リーく
猟
雅
黎
助
・松
本
兵
部
雨
入
一
手
、安
中
た
・道
．雌
此
五
手
け
、彙
詢
古
Ｉ
精
甘
・‥―ｌｉ
■

志
望
郎
・升
翡
勘
介
等
に
押
懸
め
、抑
円
の
前
を
働
く
べ
じ
と
■
ｌ
ｏ
由
孵
〓
鶴
■
，
は
、一（
＝
左

＝
助
・小
幡
新
償
薔
・同
オ
術
門
件
・＝
利
一二郎
―ＩЧ
郎
・小
，
鷹
締
郎
人
夫
・松
Ｈ
摯
河
学
・小
由
―――
共

―ｌｉ
肝
・跡
部
大
炊
助
、子
〓
一手
を

一
手
に
し
て
、
都
介
輩
手
一
担
は
Ｉ
業
■
証
■
ム
無
兄
颯

松
中

用
防
守
が
手
先

へ
、
押
南
ふ
べ
し
た
な
う
。
扱
、
勝
襲
め
御
泄
末
、
前
は
露
肝
世
八
郎
ｉ
後
は
武

硼
オ
術
輿
佐
を

一
組
に
し
て
、竹
度
の
奥
、徳
川
家
の
放
■
●
懸
ち
る
べ
し
と
の
ｔ
め
な
り
．
幣

雑
仰
せ
け
な
は
，徳
川
努
と
だ
に
，
崩‐
さ
ぼ
．信
長
は
、
何
十
高
騰
●
■
■
「
物
の
数
な
ヶ
ず
と
な

宣
ひ
け
る
。
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長
篠
．合
験

一長
篠
合
戦
鸞
高
坂
弾
正
島
信
寅
忠
の
事

斯
ぐ
て
ヽ
■
■
二
年
■
．ル
■
一
卜
、
黎
明
よ
ケ
織
田
・徳
川
の
軍
勢
、
都
合
ャ
■
群
一入
■
搬
人
じ
．

百
八
十
手
ｔｔ
分
ち
、各
．組
合
せ
て
、十
二
業
に
な
俯
を
立
一て
一た
０
け
る
「
よ
に
麟
る
推
構
豪
、武

識
野
の
だ
花
が
末
に
等
し
く
、
打
―――
す
織
連
の
番
は
．
■
千
ゆ
甘
、
一
輩
●
♯
懸
●
く
、
く
地
姓

が
常
め
に
鳴
動
し
、
坤
軸
■
史
に
畔
け
ぬ
べ
く
を
覺
え
け
る
。
総
る
に
、
武
田
の
軍
＝
、僕
に
¨

誨
■
僚
た
一セ
叫
手
に
分
ち
．先
づ
馬
場
鍵
濃
守
、
手
勢

・じ
百
静
人
ャ
以
で
、
＝
賄
１１１
の
仕
セ
押
＝

し
、大
宮
前
佐
久
冊
右
衛
円
計
が
五
十
餘
人
を
以
て
、
冊
の
件

へ
張
出
し
、
撫
本
を
小
さ
な
０
上

に
押
〓１．
げ
、己
が
吹
貫
の
馬
印
を
、山
風
に
吹
離
か
せ
、
凛
ヶ
然
と
し
て
姉
べ
た
る

‐１１
、
義
幾
守
．

七
百
餘
人
を
以
て
。
二
つ
に
分
け
、
三
百
五
十
人
を
以
て
，
■

一
■
字
↑
押
懸
１，
．
１１１
違
職
十
め

旗
を
、
左
右
に
進
ｔ
せ
、
柔
配
を
桑
つ
て
、
唯
合
戦
ゅ
雛
敗
に
か
、
は
ら
ず
ヽ
黛
″
ム
れ
一
ｔ
疇

せ
。
生
さ
て
押
什
を
見
ら
れ
た
ょ
う
、
骸
と
長
織
”
帯
に
理
む
べ
し
と
、凛
担
じ
―
ヽ
、
日
嘔
、
一

一人
常
千
と
報
み
し
＝
心
夜
官
の
”
名
を
呼
ん
で
、
１１１‐１
卒
と
進
む
れ
ば
、
■
礎
■
、■

‐久
間
が
五
十

一長
篠
″
簗
附
方
″
算
＝
＝
＝
栞
■
の
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
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●̈
｝

餘

，
入
を
■
一
よ
う
下

に
■
熱
下
ｔ
ｔ
ｔ
づ
故
共
、
四
十
二
人
討
収
わ

た
ヶ
ｌ
Ｉ
濃
守
、
出
ち
晰

■

馬
ャ
業
上
け
、
出
道

ゆ
前
を
丼
立
で
、
職
券

凛
た
る

Ｉ
Ｉ
五
十
人
■
、
な

つ
級

に
織
■

ヽ
．
Ｉ
十
二

百
五
十
人
仔
几
て
、■

の
湾

ｔ
備

へ
た
０
．
瀧

川
左
近
搭
監

も
、
四
十
餘
人

に
て
、
維

ム
＝

■
ヽ

手

．枠
＝
に
１１１ｉ

へ
た
る
を
，
中
央

の
二
の
手
内
峰
條
期
、
千
五
百
人

に
ザ
押
懸
う
、■

に
灘
対

一
●

と
進
出

し
、柵

”
有

に
注

人

が
、
一一一十
四
よ
討
収
う
た
う
。
此
庭
、
左
右
田
切

に
■
．
た
粋

め
泄
■

ＩＩＩ
由
な
ら
ざ
れ
ば
、
呂
撃

．
武
路
を
以
て
、
先

づ
軍
勢
を
引
揚
ぐ

る
。
徳
川
宋
書
、
覇
く
あ
る

・〓
Ｌ

■

、飛

ね
て
賢

容
政
し
，
・ヽ

け
ｌｔ
ば
、
佐

久
――――
が
爾
に
、
小
要
大
六
郎
・装
井
六
之
介
・廟
生

■
｛
片

術
円

、
瀧
川
．備

に
は
、
特
肝
工
作
・餞
■
雁

兵
街
・書
村
古
七
郎
と
以

て
、
仰
せ
た

Ｉ
一
け

る
は
、
卜

．

■

人
の
備
、
冊

の
外

へ
鰈
＝

さ
る

ヽ
に
ょ
う
、
敵
、
小
■
な
れ
ど
も
．
な
ｔ
ｉ
褻

は
、
縦
し
く
，
■

べ
く

縦

へ
ば
、
手
■
・死
人
た
外

に
波
ば
ん
事
、
′・．本
鷹
本
意

に
あ
ら
ず
．
早
く
概

，
町

、
引

人
ン

、

術

を
立

て
ら

れ
健

へ
ど
，
仰
遣

さ
れ
″

み
た

、
共
時
、
佐
久
問
春

つ
て
，
職
は
ず
し
て
麟
一４

」
ケ

，ヽ

殊
に
信
書
夕
■
景
ｔ

一ヽ
肛
と
霧
し
て
，
た
一
笑
メ
ど
承
る
一
共
方
の
鴬
の
如
く
、
し紙
一
一
す
ま

じ
ｔ
ゝ
悪
日
し
け
る
に
使
う
、
徳
川
家
、
則
ち
出
身
御
馬
を
出
さ
れ
、
信
長
の
本
眸
川
上
宙
ヽ
鞭

を
揚
げ
て
駈
け
ら
れ
，
■
長
に
仰
せ
け
る
は
、御
家
人
佐
久
間
盛
政
・瀧
川

一
釜
、朝
“
４
ム
薇
＝

し
、武
田
の
魁
府
馬
場
・内
藤
ｔ
構
は
ん
と
す
「
多
く
は
「撤
一
■
入
ｔ
せ
■
■
泌
■
一
■
ず
〓
ぁ

ヶ
に
於
て
１‐ょ、機
の
本
Ｆ
」紺
は
れ
た
る
．■
斐
ぁ
る
■
じ
，
一
■
一■
せ
ｒ
●
イ
・
常
ｒ
一
■
＝
一
一

一一
卜版
せ，どヽ
同
一
一にぃガ
一，胆
，
イ‐‐一碑鬱
・一一
‐‐‐‐‐一ｔ一
一争
一
‐‐呼‐一．作
年昨鮮一一，
常一

に
ヽ
軍
使
を
立
て
あ
る
ヽ
に
、
縣
優
、
り‐―‐‐
を
書
渋
し
、
人
畑
の
■
手
の
方
べ
■
よ
う
け
る
に
、早
や
「

一確
久
１１１１
は
敗
軍
に
及
ん
で
、抑

の
内
へ
逃
入
う
け
れ
ば
、
軍
使
は
■
■
，
取
っ
て
返
し
一
信
Ｉ
の

餓
命
を
逃
ぷ
る
能
は
ず
、川
上
山
へ
ぞ
馳
せ
齢
う
け
る
。
段
に
、凛
川
家
ち
勇
―１１
大
久
保
ｔ
鉢
右

術
冊
・同
次
右
術
間
、エハ
千
人
を
引
卒
し
、
柵
を

一
町
計
ヶ
離
れ
ず竹
壇
の
前
に
押
―――
し
、
１１１
．鞣
●
郎

兵
術
計
が
千
五
百
人
と
打
各
し
、画
方
、
一
足
も
引
か
じ
と
攻
め
職
ム
に
ご
口
景
、
十
五
■
ム
を
苺

欠
に
に
つ
、ふハ
千
鉾
人
の
具
中
を
．後
へ
つ
と
鰯
雌
，
■
ち
一
一漱
味
■
、
琳
セ
入
■
へ
、
■
■
■

は
、■
業
寺
の
方

´ヽ、
と
．離
３
散
る
と
、得
た
０
賢
じ
と
、品
■
、人
救
〓
二
↓
■
薬
彎
う
、壼
州
切

と
、
獅
に
入
れ
じ
と
捌
立
て
け
る
に
、
山
縣
が
破
竹
ゅ
か
に
、大
久
保
暮
ヽ
円
嘔
器
■
な
う
、
幅
ぐ

ｔ
‘
綺
η
向
に
■
逸
ぐ
一
８
徹
、織
か
さ
ず
――
入
に
せ
一■
と
御
う
、風
土
に
蹴
喘
■
一
山
鞣
ボ
朗

一一
一
一
・長
各
，
ユ
肛
苺
班
難
Ｉ
颯
Ｆ
■
Ｉ
め
事
　
．　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
．．
一　
　
　
・　
一嗜
一
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・雪

卒
喘
瀬
Ⅶ
左
術
円
を
一千‐
博
一
■
潤
・小
常
五
郎
一
静
、■
Ｆｉ
■
張
力
持
駒
■
て
．冊
ゅ
油
ｔｉ
ｔ
人
お

ば
、大
ス
件
七
ｒｉｌｉ
■
術
判
、場
郷
の
蝶
の
指
物
、作
４
状
右
術
円
、金
”
釣
た
■
指
胸
れ
て
■
一人
〓

針
な
■
せ
、十
■
な
嘲
■
し
、椰
の
外
へ
連
―――
せ
ば
、■
咬
付
い
て
は
突
入
争
、連
り
う
擁
織
■
つ
■

あ
職
ス
に
、既
１‐こ
九
度
の
新
４
な
れ
ば
、す
一■
，小
菅
も
、藩
手
を
■
，
引
雌
く
■
一
れ
ど
ヽ
、性
潮

は
■
■
一徹
中
に
職
入
０
、
能
さ
武
若
七
喘
を
突
伏
せ
、
十
１
騎
に
手
を
魚
せ
・＝
働
く
，
共
間
に
、

山
将
賛
四
度
道
、敵
と
突
今
い
し
か
ば
、”
上
十
三
度
の
機
に
、鮮
旭
に
中
う
に
■
‘
者
六
由
汁
人
、

山
壽
、饉
か
人
百
計
う
に
計
な
さ
る
れ
ど
も
、紺
は
ヽ
■
一Ｌ
な
少
し
も
去
ら
ず
一
一
時
に
進
■
で
、

朝
■
引
破
れ
と
下
如
ｔ
，
ち
に
、人
百
験
人
，
鏡
事
、
一
ル
一
＝
ヤ
押
破
０
一年
■
●
働
け
ば
、叉

二
百
餘
人
樹
た
れ
、度
を
彗
る
者
三
百
散
人
、↓い
れ
ど
，
一
一
■
ｒ
こ
簡
所
負
薔
証
一占
弥
滋
か
ず
）

占
浩
―
、攀
の
吹
返
・＝
向
の
懸
和
、
鏃
地
に
て
打
絆
か
れ
、
其
外
、
胸
板
一靴
走
の
連
．
都
■
■
飽

疵
十
七
簡
所
、
さ
ユ
ど
も
鮮
鐵
の
機
な
れ
ば
、
少
し
ヽ
一幾
は
か
ヽ
ざ
う
け
，
・
■
時
、呂
＝
が
，

士
志
村
叉
右
術
門
、
■
琳
が
馬
の
大
付
と
ユ
ウ
て
、
既
に
千
五
百
人
の
軍
勢
、
千
人
、
銀
地
に
中

う
、残
蒸
五
百
人
、
二
百
人
は
痛
手
セ
蒙
う
、す
一万
人
残
つ
て
、棚
の
内
に
だ
切
に
と
働
き
僕
。
今

は
Ｔ

一
を
引
揚
げ

‐ら
れ
Ｆ
一
の
グ
に
譲
ヶ
、
士
卒
の
咽
セ
■
＝
さ
せ
て
「
再
が
職
は
る
■
く
や
―

中
し
け
る
。
山
新
」宵
〓
ｔ
と
や
思
ひ
け
ん
■
椰
ゅ
■
●
３
を
渫
入
れ
、■
も
撤
を
押

′・、
い■
■
一

絆
持
■
る
．
融
兵
来
の
■
切
・Ｉ
敷
の
市
立
．〓
■
， ｔ
、帝
■
＝
ｉ
ｔ
■
鷲
な
ち
な
一
、■
■
襴
■
葡

う
末
る
と
、騰
潮
部
だ
徹
円
・■
燿
■
鴛
・志
村
一
右
術
円
、政
ｔ
押

、
■
雄
ｔ
ｉ
「
―‐‐‐１
＝
樅
サ
一
■

懸
う
、
”一
勢
を
た
右
に
引
取
ら
せ
、
政
を
‐，１１
限
ん
で
、馬
に
し
ざ
―
＝
ｔ
■
く
所
・を
、
職
兵
、
彙
く

鋭
書
つ
て
、武
■
の
透
間
を
打
つ
。
■
地
に
て
、鞍
の
前
輪
ょ
う
性
ｒ
一
を
「笹

へ
打
■
ひ
れ
ヽ
サ

し
ヽ
一撃
ら
ず
、逆
様
に
落
つ
る
を
、敵
兵
た
０
寄
う
、山
縣
が
Ｉ
Ｉ
紙
離
し
、
繊
げ
て
退
ｔ
Ｌ
．
餃

れ
，
ん
搬
に
行
懸
う
、少
し
柑
政
メ、所
を
、十ｅ村
又
右
衛
門
遺
懸
け
、
１１‐ｔ蘇
な
実
体
せ
、
――‐１懸
が
岬

を
取
返
す
。
新
か
う
け
れ
ば
、日Ｈ
量
が
備
、
、右
性
左
社
に
な
０
■
．現
選
く
に
、大
へ
驚
兄
薔
、一〈

子
を
批
げ
．
ｙ
抑
の
外
へ
突
出
づ
る
．
と
を
見
て
、
徳
川
家
の
御
級
本
電
、
備
考
進
め
ｔ
４
‐、
■

色
な
れ
ば
、
武
ＩＩＩ
た
馬
助
、
一
手
を
別
手
に
し
て
、
人
靱
ゅ
御
搬
本
を
絆
き
る
●
て
、
早
議
●
■

州
警
，直
に
懸
，
戦
を
始
む
る
に
、小
出
＝
兵
術
購
ヽ
押
＝
し
、
一二
ｔ
ｔ
禅
■
い
け
〓
Ｌ
■
４
、
跡

部
大
炊
助
・小
幡
左
衛
門
・撃
月
世
入
郎
・廿
利
三
郎
四
郎
、
子
．
一
■
に
体
と
，
ｔ
て
、■
上
二
■
薫

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
一，
“

晨
苺
●
韓
絆
員
城
弾
工
＝
信
翼
忠
の
事
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一出

合
び
け
る
ｔｔ
、都
各
竹
岐
に
於
て
、十
八
庄
力
介
職
「漱
は
大
久
憮
几
錦
唯
雨
入
、工（千
妹
人
ヤ
機

へ
、備
年
に
馳
行
き
、残
地
ゆ
命
ｔ
制
し
、勝
負
の
シ
を
下
知
し
、士
事
の
地
性
を
な
ふ
Ｌ
二
〓
■

ば
、
室
に
雌
倫
の
暴
動
な
う
と
、
勝
＝
ｔ
■
一に
御
覧
ｔ
ｔ大
に
戚
じ
ま
い
ノ
ー
け
る
ｏ
小
れ
■
も

敵
は
、
紛
木
に
引
入
れ
て
は
息
を
つ
ぎ
、
唯
雄
矢
に
、
甲
州
勢
を
打
倒
す
計
う
に
で
ゃ
鎗
青
押
込

ん
で
、敵
を
計
取
る
事
、
一
一人
も
な
か
う
け
り
．
昧
方
は
離
一ｔ
渋
＋
ひ
、成
は
摯
付
け
、成
は
引
織

ん
で
首
を
取
る
。
ま
る
に
依
つ
て
、計
た
る
ヽ
者
は
多
く
、
政
十
討
つ
■
●
■
に
無
か
，
け
り
。

賛
に
、勝
擬
の
御
前
望
月
■
人
■
「般
を
追
込
み
、山
獅
が
計
比
の
場
に
，
馬
を
乗
１１１
し
、
人
瓶
ヤ

場
げ
ん
と
せ
し
所
に
、
始
う
に
，
餞
抱
厳
し
く
、
一
度
に
九
つ
蓬
二
末
つ
て
，
世
入
郎
が
継
に
あ

た
る
．
其
中
、
脚
と
内
継
を
打
た
せ
て
、
絡
に
ｌｉｌ
死
す
。
■

絆ヽ
出
前
は

内ヽ
驚
搬
一丼
一痺
輩
人
俊
・

，

１

一

安
中
方
近
・武
田
泄
進
■
・和
川
・五
十
一永
一根
・松
本
、
以
上
六
度
の
戦
一
さ
れ
だ
、
、
“
長
勢
財
く
、

掘
の
外
ヘ
１１１
で
ず
、
唯
鐵
旭
セ
以
て
―
打
嘩
む
計
う
な
う
ｏ
ま
る
に
依
つ
て
、
内
藤
た
脅
揚
げ
、

上
方
勢
の
軍
は
．鐵
抱
な
く
ん
ば
、今
職
と
す
る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
悪
し
「観
セ
雌
れ
て
、武
出

勢
の
鋒
先
を
、
受
け
て
見
繊
か
と
呼
ば
は
う
け
る
に
、
瀧
川
一
益
・笏
柴
秀
古
、
七
・■
計
う
に
て
ヽ

動

の
外

へ
押
出
す
を
、
内
藤
・原
、
生
礎

つ
た
る
軍
勢
、
十
七
百
人
を
以
て

一
職
に
打
粧
ら
Ｌ
、
一

の
棚
を
押
破
れ
ぱ
ヽ
秀
吉
二

盆
、大
に
敗
■
し
て
、
一
一の
棚
を
指
し
て
逃
入
う
後
う
一
雌
時
、瀧
・川

が
金
の
一
欄
子
の
馬
ｍ
、
輸
う
に
敗
軍
ｔ
ｔ
一一■

掟
打
倒
れ
け
る
に
、
甲
州
つ
Ｉ
丼
，
ｔ
〓
■

‐―ら
ん

と
し
け
る
を
、
漸
く
し
■
昨
を
學
う
ヽ
織
財
ど
涯

つ
て
ヽ
一一あ

翻

に
逃
入
う
た
ら
は
一■
苦
ｔ
よ
う

し
事
業
な
う
。
此
時
、
内
藤
・原
・安
中

二
人
、
路
を
乗
離
し
、
自
身
各
■
一
の
掘

Ｉ
Ｉ
破
，
け
る
――
、

三
人
共
に
戯
胞
ｋ
中
う
、枕
を
競
べ
て
討
・死
せ
う
。
内
藤
が
常
は
、徳
川
家
り
獅
光
茶
爾
彙
郎
計

燎
つ
て
、
飛
配
を
深

へ
て
引
退
く
。
斯
ぐ
糀
計
前
“竹
賢
前
は
、徳
川
家
の
，
た
、
花

■
ｔ
↑
打
出

で
職
ス
に
、右
の
手
先
大
宮
前
、
佐
久
間
右
術
門
・河
尻
肥
前
守
等
は
「馬
薔
義
樅
守
に
違
枷

さ
車
、

翔

よ
う
外

へ
出
で
ぎ
る
に
使
う
、
直
に
押
懸
け
、
一
の
概
を
引
破
う
、
ス
、敵
を
■
崩
■
に
、
た
時
、

森
武
蔵
守
・明
智
十
兵
術
・不
磁
河
内
等
・床

１１１
五
兵
術
等
．
佐
久
間
と
助
け
て
、
一
高
般
人
た
波
〓

立
て
ヽ
押
懸
る
と
、
馬
場
信
房
、
六
百
燎
人
″
左
右
に
立
て
、■
■
に
進
み
敵
中
に
賞
入
う
、
二
め

冊

に
於
て
、敵
に
常
る
事
、既
に
十
三
度
な
れ
ば
一鷲
織
飽
に
あ
た
う
計
上
し
、
性
が
三
百
鰍
人
に

像
ち

ｔ
彎
る
一
■
れ
ど
も
、
馬
場
は
少
ｔ
ヽ
機
が
ず
一二
の
期

に
島
■
案
入
れ
、一
一＝
触
た
●
下
無

■

弯

「
可

可

ず

●

●

■

４

●

●



１

一

彙
＝
■
薄

兄
串
討
■

碑
卿市
Ｉ

●
』
Ｆ」．．．計
″
一●
一■
●
　
．●
■
●
．■
一

し
ｒヽ
■
く
構
・ざ
取
締
ス
に
、■
兵
、最
て
出
介
ｔｉ
ず
，
唯
、咄
拘
ギ
・戯
プ、
，
■
鶴
■
■
■
、一一の

級
に
氏
ｔ
討
た
る
ヽ
者
、Ｉ
百
妹
人
、
・
１１‐１
場
が
八
汗
ヽ
お
年
■
、た
時
に
，
↓
で
、唯
ヽ
十
人
Ｉ
＝

ち
な
ふ
れ
け
れ
ど
も
、義
淡
守
、
少
Ｌ
ｔ
ｔ
ｉｌ
を
賀
●
ず
し
，１１
時
、■
Ｈ
■
彙
洋
■
一緻
・■
●
■
●
・

，１１
屋
有
術
円
、馬
場
が
跡
へ
馬
ャ
４
懸
け
、軍
■
ｔ
押
出
し
、，‐一井
に
引
無
ら
凛
ｉ
ｌ
、一轟Ｉ

∴
■

値
を
立
つ
る
に
ょ
り
、
八
十
人
を
前
後
に
立
て
、
朱
に
な

つ
ｔ
引
選
く
〓
ェ
＝
兵
部
、」ユ
■
■
■

え
´ゝ

手
勢
を
下
知
し
、
又
、
¨
一
の
捌
ケ
棋
ら
ん
と
す
る
に
、
明
絆
鶯
勢
Ｉ
繊
Ａ
う
、
■
雌
●
■
事

六
Ｌ́
人
、兵
部
を
目
懸
〓
馳
寄
す
る
。
工
出
．
■
爾
ｔ
実
い
、
厳
■
４
■
■
海
野
小
太
郎
■
氏
が

後
棘
、ユ
Ⅲ

一
徳
齋
が
二
勁
兵
部
丞
風
綱
一
静
っ
て
高
名
に
せ
よ
よ
い
ま
縦
に
、
換
ｔ
Ｌ
泄
甘
武

者
〓
騎
、左
右
に
実
伏
せ
一
職
蛇
に
中
つ
て
絡
に
討
鷲
す
ち
士
電
源
■
ヵ
■
門
「
二
焙
政
ヶ
■
縦

付
け
て
、
一
一の
椰
″
枝
ヶ
、各
嶋
と
同
所
に
１、―‐
死
す
。
上
Ｉ
■
■
門
溝
■
●
二
湾
蔵
■
「
琳
■
、
油

ｍ
紀
伊
守
・蒲
生
忠
〓
雌
事
備
を
、横
各
Ｉ
う
ｔ
ｉｉｌｌ
し
、少
し
■
Ｔ
，
で
、
一
擦
■
■
世
■
■
♯
士

■
向
ひ
、十
本儀
、
先
月
一言
玄
公
御
法
事
４
節
、
仲
死
を
首
■
■
１
撤
■
を
所
に
、
一い
■
■
１１１
に
腹

め
ら
れ
、
今

日
迄
存
命

、
本
意
な
く
存
ず
る
所
な
う
。
則
ち
唯
今
討
化
と
断
ウ
ー
〓

一
抑
惚

に
至

‘
、
政
セ
格
■
、
土
屋
右
術
門
＝
鷲
近
耐
つ
で
、高
名
に
せ
よ
と
、
呼
ば
は
，
け
，ｔ
ザ
一
■
一
散
ま
ふ

ず
。
共
時
、
１１‐Ｉ
Ｆ
が
士
卒
４
九
十
助

構ヽ
井
作
兵
晰
な
ん
ど

い
ふ
者
五
六
人
、お
■
に
一
丼
胞
●
Ｉ

側
き
る
ヽ
。
■
屋
が
盗
の
天
造
に
も
、戯
権
五
つ
七
．
中
る
と
雖
も
、敢
で
■
い
ヽ
ず
一
共
議

織ヽ

け
散
中
に
進
ん
で
。
■
に
二
十

一
成
に
て
討
死
す
。　
｝
條
右
衛
円
大
夫
も
、
一
ド
ヽ
迄
朦
を
■
麟
さ

ろ
。
此
時
、ス
、
馬
場
信
鰐
、Ｔ
勢
七
体
め
八
十
人
を
――ｌｊ
後
に
立
て
、
一一再

抑
様
に
■
一■
、
二性
餌
ス

方
青
円
一野
々
村
三
十
郎
等
が
鮮
砲
の
備
を
■
散
ら
す
、
Ｊ‐し
時
、
都
合
九
圧
一
踊
″
キ
・」
″
藤
■

討
一死
す
。
然
れ
ど
も
、馬
場
は
水
だ
手
疵
を
ヽ
■
ら
ず
。
同
心
推
官
■
向
つ
て
い
・事
一
る
」
、４

朝
卯
の
冽
に
打
出
で
し
時
は
、手
勢
八
Ｉ
燎
人
な
う
し
か
ど
も
、今
、キ
ゆ
■
に
■
■
で
、一
昨
中
油

合
一■
籠
か
七
十
除
人
に
討
な
き
る
ヽ
Ｌ
、治
等
、常
瞬
〓
■
溝
く
る
■
織
妙
〓
■
・
■
毎
●̈
轟
一

具
ＩＩＩ
“
Ｉｌｌ
圧
を
始
め
、作
ィ討
彙
し
た
る
１１１，
、汝
等
は
早ヽ
ぐ
引
選
ぐ
べ
し
。
職
は
，御
江
本
■
す
一縛
■
、

引
選
か
ん
■
雌
も
，
一
人
ヽ
ホ
■
せ
ず
。
■
る
麟
ｔ
，
一
継
■
■
Ｈ
大
夫
、
馬
場
■

一
噸
な
馬
と

立
‘
●
一
、
諸
手
中
大
病
彙
、
岱
ら
ず
耐
抵
た
■
■
■
・
饉
織
″
姜
．
此
■
は
ヽ
ｔ
，・ｔ
て
■
■

な
一
一
鷲
「
。
憫
一
本
苺
引
雌
ぉ
れ
，継
る
べ
・・く
縦
は
ん
・力
■
‐――
〓
■
け
４
■
無
■
一■
昨
饉
・ｒ

・
一
一
一
一
一
一
一
■
一
一
一
璃
■
菫
一

，
‐
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・一
一　
一　
一〓

一
．　
　
一

ト
ト
一一一卜
Ｆ
”
●
■
一
■
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務
擬

込
陣

奮
”

三
●

軍
應
　

警
之
第

十
九

け
る
は
、多
分
勝
騒
公
も
、
計
死
な
さ
る
べ
３
か

‐‐
と
存
ナ
る
に
よ
り
、
我
れ
未
ギ
事
金
、
僕

‐
１
書

討
死
■
ｔ
ｌ■
．
旗
本
の
退
■
綸
ふ
と
見

て
、
送
さ
候
は
■
と

い
メ
、
一
然
る
ｉｔ
、一ハ
曲
悔
奪
は
、
聴
＝

家
に
占
難
あ
る
に
よ
０
、
終
に
手
に
合
は
ず

関
坊
山
に
引
選
く
。
担
メ
、本
Ｔ
と

一
■
に
鳶
苺
に

も
、
今
戦
始
う
、
武
田
兵
庫
介
・
三
柱
勘
解
山
芹
術
門
を
始
め
、
各

・
―
”
化
し
、
晨
ょ
０
来
に
至
つ

て
，
こ
上
側
度

の
連
合
な
，
．
此
時
、
一
條
信
籠

の
同
心
和
■
刑
部
，
馬
場
ｔｔ
ｉｌ，１
っ
て
、
御
旗
■
●

合
戦
、厳
し
ぐ
見

え
候
。
散
■
を
集
め
ら
れ
、勝
頼
公
を
選
け
本
・ｉ
ｎ
＝

へ
か
し
と
中
す
。
鮮
嬌
、

英
時
、
斯
か
る
後
日
に
は
，
下
知
も
用

ひ
薇
も
の
な
れ
ば
、
唯
悲
義
上
■
、
一
人
な
う
と
も
命
を

織

い
で
、重
ね
て
の
御
用
に
立

つ
べ
し
。
法
も
早
く
引
取
れ
と

，
■
・■
■
、御
蕪
本
■
、徳
川
床
の

脇
備
本
多
李
入
郎
・榊
彙
■
牛
太
・本
多
作
左
術
円
以
下
突
懸
■
，

維
驚
一
■
ｔ
ｔ
．驚
ざ
鷲
は
ず
“

颯
先
に
進
み
綸
メ
、
を
、■
臓
惣
職
、御
馬
め
轡
を
引
駐
め
本
れ
ば
、靭
兼
ト
ゥ
選
嗅
懺
Ｔ
鍮
麟
．■
側

ま

つ
て

一
足
も
去
ら
ず
■
化
し
、
勝
頼
セ
世
け
本
る
。
大
文
字
の
御
憾
晨
、
厳
に
な
文
字
を
見

せ

て
、
一
條
殿
も
退
る

ヽ
一
綺
場
美
濃
守
は
、墨
形
に
二
町
計
う
＝
下
“
，
性
■
の
暮

ふ
ｔ
特
議
け
、

勝
級
の
御
無
事
を
見
属
け
「
晏
篠

の
構
場
に
て
取

つ
て
返
し
、
高
か
＝
に
馬
を
■
■
す
．
■
は
六

一翼

議鵜哺”

孫
Ｉ
組
業
の
競
篠
擬
津
守
頼
光
よ
う
鯛
代
つ
孫
「
源
〓
位
組
政
の
後
練
馬
■
苺
距
，
信
身
と
い

ふ
者
な
う
。
計
つ
て
高
名
に
せ
よ
と
、如
■
に
も
議
常
に
断
■
サ
る
に
、■
時
一
驚
キ
一
肝
計
，
「

四
方
よ
う
爺
付
く
‘
ｔ
「絡
に
刀
に
手
を
ヽ
類
サ
ず

六ヽ
十
一
カ
ｔ
ｉ
討
翼
す
■
ｔ
ｒ
昨
二
十
■

の
花
、長
坂
釣
洲
・跡
部
大
炊
助
に
向
つ
て
「金
戦
を
進
め
奉
‘
争
一一
一■
，
て
■
＝
‐ｔ
鯖
る
と
も
、

留
め
申
す
我
々
は
、
大
方
討
死
を
す
べ
し
と
ヽ
申
し
た
る
言
難
れ
な
”
一
概
■
一■
形
に
始
絡
付

儒
‘
率
る
は
、初
機
欝
一
術
判
三
十
二
蕨
、ｔ
屋
惣
蔵
二
十
鷹

造ヽ
は
金
方
籍
計
学
が
＝
男
に
‘
・

・■
■
右
術
門
尉
が
弟
な
う
，
客
顔
美
好
に
し
て
、
心
剛
な
，
一け
一
癬
●
勝
甕
ゆ
御
斑
鶯
鷲
パ
無

し
。
燃
る
に
「兄
右
術
開
尉
を
、心
元
な
く
思
い
け
れ
ば
、鷲
度
蓬
、馬
を
引
返
■
に
、静
颯
■
，■

に
構
を
返
ぎ
れ
け
る
。
優
に
、武
躍
粛
馬
勘
館
雛
は
「
馬
上
一歩
溝
三
四
十
人
に
て
、
腱
鷲
ゆ
螺
■

ヶ
退
か
れ
け
る
が
‐卜
勝
＝
「
初
騰
に
〓
た
は
、
左
駐
助
が
、
縦
ど
指
よ
ゞ
る
は
一
御
ｒ
一
一
キ
ｉｔ‐‐

信
呟
の
御
時
「御
先
を
駈
け
た
る
に
よ
う
、
常

‐
家
■
■
０
■
よ
に
・
鮮
一郎
・勝
瓢
■
名
を
記
レ
一
指

し
た
う
。
今
は
我
れ
、
爆
形
の
奥
似
を
す
る
に
Ｉ
”
■
方
馬
助
に
譲
れ
，
一
樹
ｔ
共
■
よ
絆
て

Ｌ

酬

醐

灘

款

一矧

４

一
・一・一．■

ず

■

嗜

■

一
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武
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衣

一
日
〓
■
〓
Ｌ
　
告
之
第
十
一
●
．　
　
　
　
　
　
　
．一
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・・
一

末
代
の
瑕
雌
な
う
。
身
命
は
紺
う
る
と
も
、と
を
作
て
ヽ
は
引
く
■
じ
と
、
騨
．せ
あ
る
れ
ば
、
初
・

鹿
、跡
へ
来
下
う
、
鮮
■
に
斯
く
と
申
す
〓
な

・
１１‥
助
――――
ヽ
綸
に
、
仕
与
柱
儀
ほ
―
，
か
ヽ
■
ふ
上
よ

う
、中
を
ば
捨
て
ヽ
、母
よ
は
、蒙
老
の
十
本
屁
張
守
に
、
埼
た
せ
騰
い
た
う
と
で
、
尋
薇
が
■
ミ

巻

い
て
層
た
０
し
を
、
弾
右
術
間
、
取
っ
て
屋
形
へ
井
■
サ
．‐
斯
く
と
中
す
。
勝
饉
、
取
ら
せ
ら

れ
、上
帯
に
摘
み
給
ひ
、■
越
さ
る
。
光
時
、初
庇
、四
五
町
往
一返
す
る
間
、勝
慢
、■
を

一
所
に
立

て
給
ひ
け
る
に
、流
石
の
趣
物
、大
に
分
れ
、
一
足
も
進
ま
ず
゛
初
軋
「難
を
か
け
で
■
い
け
れ
ご

も
、少
し
ヽ
動
か
ず
一
■
１‐ょ
＝
惜
し
た
宣
ふ
川
に
、
＝
■
肥
後
守
．
●
■
■
・■
か
批
機
に
上
た
，

け
ん
、諸
錯
を
各
せ
て
馳
せ
末
ヶ
、急
ぎ
馬
ょ
う
飛
下
―
、業
が
馬
ｌｔ
、
■
■
る
べ
ｔ
，
中
す
。
勝

瓢
仰
せ
け
る
は
、
法
、馬
に
離
れ
た
ら
ば
、討
化
を
す
べ
し
と
仰
■
一
肥
峰
■
．
‥ｌｔ
諄
「■
機
・思
命

依
レ義
爆
．
伴
と
征
取
立
て
下
さ
る
べ
し
と
い
ぃ
て
、
勝
一粒
ゆ
御
■
一つ
・手
続
ヤ
難
や
て
押
繊
卜
、

ゆ
ら
，
と
打
栞
”
■
一町
計
ケ
引
返
し
、
絡
に
―――
鵞
を
し
た
■
●
ヶ
■
な
し
甲
州
■
●
絆
て
、
其

頃
の
大
剛
の
武
ｉ
■
■
め
け
る
な
う
¨
此
時
、雄
＝
掛
十
二
Ｉ
騎
、
お
颯
め
御
後
を
驚
い
、
地
散

に
乗
寄
す
る
。
●
鵬
鮮
右
術
門
・土
屋
惣
激
、
心
科
費
う
と
取
っ
て
返
し
、
」＝
■
●
雛
む
ｊ
十
を
、

樽
右
術
門
渡
し
合
せ
■
一遊
機
に
切
つ
て
落
す
。
惣
磁
も

，
騎
切
．落
し
て
、
一
一騎
．
確
を
■
べ
て

引
延
す
に
、勝
散
■
同
じ
く
御
馬
を
運
事
み
毒
五
■
＝

一
一
●
擦
天
な
う
け
れ
＝
「証
静
法
性
の

御
攀
を
「初
馳
に
持
た
一せ
■
一か
れ
け
る
が
「初
鹿
、政
■
一討
つ
て
跡

へ
急
●
進
む
■
■
一御
驚
ｉＦ
檬

ｍ
の
中
、
取
喜
じ
け
る
‐が
、
日
前
に
敵
を
見
た
れ
ば
，御
卜
を
取
ル
■
る
●
■
諄
ず
‐■
静
■
護
中

に
懸
入
う
切
結
ぶ
に
総
事
蔵
は
、
能
き
縦
と
組
ん
で
一幕
式
ち
、則
ち
帯
を
像
み
所
に
、一
一山
＝
雛
部
・

弟
螺
介
・寺
島
甫
庵
〓
騎
、船
か
に
送
ネ
け
る
が
、
此
所
に
選
懸
う
、
ズ
め
興
た
性
髯
、
前
後
よ
う

引
包
ん
で
、キ
‘
一
騎
苑
に
討
取
う
、
一二
騎
に
手
魚
は
せ
け
れ
ば
、磁
〓
、恩
↑
逃
げ
散
う
け
る
。
鰺

頼
一此
儀
を
御
覧
あ
う
、大
に
威
じ
給
い
，殊
に
惣
競
が
紺
打
の
高
名
，御
蒋
止
ゆ
者
な
０
と
伸
せ

ら
れ
、勝
に
て
煽
ぎ
立
て
ら
れ
け
る
と
を
布
難
け
れ
．枷
Ｌ
は
、綿
鳴
り
群
ぽ
血
を
引
き
け
れ
ば
、

勝
散
力
ら
，御
業
と
付
け
下
さ
れ
け
ク
．
然
る
に
、小
―――
＝
備
■
は
、首
■
提
け
て
一■
鸞
事
■
お
き

懸
夕
、則
ち
林
げ
て
御
前
■
持
ち
業
る
。
賞
時
、初
れ
申
し
け
る
は
、業
御
挙
「某
持
つ
寸
輩
卜
け

る
所
に
、唯
今
の
政
、
掘
に
噴
付
さ
し
か
ば
、
勝
■
●
邪
壼
な
ら
に
よ
，
、
御
義
ど
Ｌ
代
■
難
や
、

理

爵

総

拭

ぽ

¨
な

輝

一「
一．一
一一
一一輝

Ⅷ
聾

，
ず

メ



〓■

，
掟
菫
‥
―
，
１
‥
‥
‥
‘
〓
■
一

難
動一
摯

封|ヽ今
|て 繊
のに
批就

●
一Ｆ
一打
一．．．」経
卜
一●
■
一．一一一一一
　

●
・．一一●
．一一一●

．

肝
ｔ
一■篠
ケ一
ケ軒
】静
キ一証
一一
＝は語性一瓶
げてヽ
損橋
りけ一
●〓、世議
一■
付
喜

奉
ヶ
、長
篠
の
城
し
、
縁
解
し

――‥
す
べ
く
や
主
樹

■
，
離
頼
仰
せ
け
る
Ｌ
、意
ぎ
齢

つ
て
、
人
畿
■

幣
ぐ
べ‐
し
と
宣

ス
・
さ
れ
ど
も
、講
我
．雑
形
の
御
泄

Ｈ
お
、
心
元
な
く
悪
い
け
れ

縦
、
■
橋
ャ
、

構
山
の

方

へ
打
越
し
絆
方
を
見
て
、取

つ
て
進
し
ヽ
■
篠
〓
主

う
軍
勢
を
１１
織
ぐ
る
．
■
●
■
人

鶏
、
大
手
の
軍
．勝
．■
な
う
■
を
察
し
け
れ
ば
、
軍
キ
■
雀

へ
、
城
Ｆ
を
冊
き
嘘
鷲
む
夢
．
高
賊
餌

五
難
計
澄
、婢
肛
り
、
衡
路
な‐‐
れ
ば
収

つ
て
返
し
、
戦
じ
↑
職
い
、
九
八
郎
な
職
■
に
逸
込
み
、鋼
手

〓
簡
所
蒙
う
、
絡

‐―こ
計
姓
‐す
。
甘
は
揚
げ
て
■
．■
■
■
麟
う
サ
■
。
■
参
一
貰
苺
■
の
構
小

―‐
１
‐‐

殿
助
．
岩
城
の
瀬
ど
戴
．え
て
，
小
山
冊
備
■
守
ｔ
青
‡
一■
ず
，
■
日
、
大
越
に
ｔ
ｔ
一
■
殿
助
■
始

め
、
一
人
も
残
ら
ず
討
取
，
，
心
船

に
引
入
る
ヽ
■
・■
■

，
厳
一
一
人
■
難

―ょ‐
ざ
れ
は
、
護
形
ヽ
絆

に
引
入
れ
綸
ひ
け
る
ず
＝
ｔ
此
介
戦
は
、理
，
一
■
舞

‐性
■
灘
針
春
世
な
，
。
■
沸
れ
に
、
十
二

高
の
酢
、然
●
要
書
●
撥
ヶ
‘
、競
を
掟
一
一
を‐‐
掘
す

，
オ
‐ｔ‐
、
厳
一

一
一
千
餘
ス
を
以
■
、敵
欄

ら
的
に
な
，
●
押
懸
■
・一
■
・童
の
研
木
■
一鷺
蓬
書
破
ｏ
「卯
の
Ｔ
射
よ
う
未
０
■
■
●
蔭
っ
て
、

五
時
の
間
、
以
上
駐
″
五
十
八
度
、
■
を
，
，
Ｉ
・準
五
箇
所
．
備
長
の
手
光
，
何
十
構
も
あ
れ
。

〓
ョ
Ｅ
Ｅ
■

激輔
研
“

な
顧峨鷺

馬
場
“内
藤
に
追
薇
さ
れ
．再
び
概
ゆ
外
争
―――
で
ず
、雄
繊
咆
七
以
て
、
打
職
一め
た
‐る
計
う
な
う
。

徳
川
家
の
御
先
．大
久
保
忠
世
・同
忠
佐
輌
人
‐１
竹
震
に
於
で
十
人
・騰
ゆ
違
在

・ヽ■
ヽ
搬
ド
擦
る
よ

は
雛
も
、前
代
未
雌
０
俄
な
う
。
其
五
箇
腑
の
嚇
よ
い
丼
は
，竹
麟
■
一・．．震
■
一・
‐
１１１
雑
勢
ヤ
鳳
て
鵜

戦
ふ
。
柳
田
前
一
‐箇‐‐一
，内
藤
勢
を
以
，
サ
肛
す‐一
一
ｒ
前
一徹
一
一肝
．サ
一
一
一
一
■
喘
■
．

ヌ
授
篠
の
押
の
地
■
■

簡
所
、鳶
典
山
に

一
苺
Ｉ
一柵
企
五
箇
所
・ヽ■
日
の
■
■
肛
一各
‐敵
を
達

崩
し
て
、敵
の
鷲
め
に
追
崩
さ
れ
ず
。
馬
場
が
如
き
は
一
人
百
，
雌
一勢
「
入
ヤ
に
＝
ち
な
さ
る
、

迄
，
一一の
新
に
波
●
す
ｏ
内
藤
・山
縣
、
猜
慇
斯
■
の
如
じ
・
さ
れ
二
■
蔽
兵
い味
方
に
百
＝
す
‥１‐

ば
、寛
に
戦
死
し
て
。名
ｔ
後
代
に
盛
し
け
，
．
然
一る‐‐
を
、織
田
家
に
於
て
は
、此
戦
を
最
て
、大
Ｌ

面
目
に
備
へ
し
と
か
や
■
然
る
上
は
，■
け
‘
■
一ざ
せ
る
恥
単
に
非
ず
ｏ
静
つ
て
ヽ
計
せ
な
難

Ｉ
非
ざ
る
を
や
。
業
上
味
方
、北
春
戦
に
於
で
、村
勝
っ
べ
き
総
れ
、
一
つ
■
無
１１′っ
第
」
、栞
寡

同
じ
か
ら
ず
。
第
二
、人
の
和
無
し
。
第
二
、
政
の
機
め
地
の
利
響
■
し
て
、
昧
方
つ
翁
島
に
一地

形
害
あ
ヶ
ｏ
第
四
、
天
の
時
に
違

へ
う
。
天
０
時
一は
，第

一
、孤
臓
一
十
の
方
に
て
、
漱
は
燎
方
ｔ

あ
，
¨
第
二
↓旺
相
ヽ
夏
に
て
、
■

‐１ょ
鳶
に
な
れ‐
ぱ
一
敵
、
南
に
備

へ
て
北
に
向
■
一）
第
■
一
般
鷲

，
幸
苓
疇
〓
薔
旗
碑
一
‐置‐
壼
業
■
０
事

一・

．
一一
　
一●
●
■
一
一
　
一　
一一　
一
一
　
一一
●
・〓
〓



聯
競
，
丼

に
苺
韓

●
・　
一
武
田
二
《
軍
機
　
恣
２
第
十
九
・
．　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一　
　
・
．
・　
， 議

■
風
・Ｌ
・年
の
〓
時
は
、ユ
■
向
べ
ば
敵
に
あ
う
ｏ
■
く
の
如
く
、漿
方
ｔｔ
■
■
・・■

つ
も
無
■
も

の
を
や
。
天
の
時
・地
の
剰
一Ａ‐り
和
に
背
卜
で
、何
■
理
て
お
Щ
れ
聯
力
■
．
■
４‐‐．
■
■
ザ
■
ぼ

あ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
う
，
素
に
い高
版
弾
Ｉ
片
絆
ぼ
「謙
信
ゆ
押
Ａ
ｔｌ′
て
一
■
轟
紘
■
・■
■
で
，
な

性
の
城
に
あ
，
け
る‐
が
、織
ｎ
ｔ
ょ
う
斯
く
あ
る
ド
し
と
．
＝心
ひ
け
れ
ば
「
“
摯
人
事
ム
セ
織

ヽ
、

一小
馬
場
じ
、
榔
迎
と
し
て
漆
サ
■
籐
頼
に
丼
高
ｔ
本
る
．
雑
諄
伸
せ
け
る
は
、
■
１１１
■
●
藻
を
容

ュ
ず
、
勝
利
を
失
ふ
の
み
な
ら
ず
、
■
ｔ
の
ｌｒ‐ｆ
■
、名
計
死
●
し
た
る
こ
上
、―糧
性
■
武
■
・

■ヽ

ま
で
と
思
ム
な
ヶ
と
，
漱
と
澪
べ
綸
ひ
、
■
つ
謡
一
‐子源
五
瑯
＝
死
け
ｔ
■
ｉ
書
■
．
難
繊
●
＝
喜

す
よ
し
仰
せ
け
れ
は
，
一
一
、
高
坂
縮
豊
，常
如
ど
レ
一
夕
■
ヽ
援
ヽ
十
一
■
注
搬
若
五
カ
■
す

所
な
れ
ば
、唯
雨
入
，
Ｉ
一
に
こ
を
、卵
は
性
べ
け
れ
一
■
■
ら
厳
■
ト
ル
■
一―‐Ｆ
‘
胸
中
敵
‐・
・

一
口
五
十
八
度
の
各
職
■
一が
朝
千
高
年
の
後
に
悼

へ
‘
．
雛
静
．＃
を
ュ
て
，
墓
格
■
”
〓
■
中

す
べ
き
か
と
い
へ
ば
、
勝
報
、
此
時
「
快
然
と
し
て
ま
し
■
ヽ
け
う
。
斯
く
て
卸
件
■
一飾
■
せ
．

甲
州
に
蹄
陣
じ
給
Ｊ
け
■
一■
喫
一観
．驚
哩
城
■
■
職
り
府
――
あ
つ
て
．
轟
鮒
催
ｔ
以
て
，勝
饉
ど
紺
″

け
る
。
　
　
　
　
　
．

一
、
駿
河
・懲
江
，氏
政
へ
進
ぜ
ら
れ
ず
北
体
の
暮
下
に
な
ら
せ
ら
れ
、
御
機
な
な
■
れ
、
鱗
報

公
は
、甲
斐
書
濃
一上
野
〓
宙
鯛
御
支
配
と
、仰
入
れ
ら
れ
御
ｔ
め
事
４　
　
　
一

一
、
其
上
に
て
、■
鷹
の
御
娘
子
を
迎
ヽ
取
も
れ
、氏
政
の
如
一一
一■

‐
‐‐ｉ一■
な
ｏ
御
ｔ
の
事
゛

一
「
木
件
と
、上
野
小
幡

へ
御
せ
し
、
′１、
＝
上
紹
■
・ど
， 任
丼
■
一
ヽ
御
・せ
■
Ｉ
ｔ
め
事
。

一
、
唯
今
迄
ゅ
雄
喘
夫
肝
を
、人
数
持
キー
キ
■
れ
ヽ
■
場
。内
荘
一典
脈
メ
子
供
■
麟
め
、情
＝
心

破
官
を
■
上
げ
ら
れ
、奥
近
響
に
な
さ
れ
い
小
脅
●
■
■
■
は
る
べ
く
織
、
鋼
＝
媒
、
＝
て
償

と
も
、鰺
セ
小
■
●
な
さ
れ
、同
心
篠
官
Ｉ
助
，
鷲
●
距
瓢
け
●
却
■
●
存
ず
・お
椰
・
一

一
ｒ
蜘
進
件
大

‐ＩＩＩ
に
、臓
を
切
ら
せ
ら
■
べ
く
候
。
人
１１１
を
典
堰
，
Ｗ
付
け
ら
■
、
一
一町
ャ
Ｌ
、

我
等
●
仰
付
け
ら
る
べ
よ
＝
。

右
五
簡
條
、
土
織
惣
繊
ヒ
以
て
、中
ｔ
け
・れ
ど
も
、駐
率
御
各
熱
■
く
、
■
白
「
氏
義
「
脚
撮
鮮
■

御
な
う
＝
と
、ェ
＝
滅
大
方
獅
門
郎
＝
に
、
■
喜
兵
輛
・を
１‐―‐
叫
ゑ
ら
お
ヽ
事
■
ケ
に
，
粘
キ
懸
一■

給
ム
．
事
る
に
依
つ
て
、武
維
Ｆ
兵
術
、
地
よ
，
ユ
＝
■
爵
守
と
批
し
、
十
■
瑯
機
ｒ
キ
■
■
●

る
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・一

一
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．
　

　

　

一
・
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一

長
．繊
十
職
蟷
嵩
ュ
燿
■
■
ｒ
採
爆
■
帯

一麟



武
田
〓
代
軍
籠
　
巻
２
第
二
十
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年費
　
　
　
　
　
　
　
一

ち
ず
ｏ
徳
川
家
は
、
度

ｏ
職
場
に
於
て
見
歩
し
ｎ
れ
ど
も
、
絡
に
籍
彙
ｔ
ｉ
に
、
子
が
彙
ｔ
と
地

せ
ず
、救
高

の
後
詰
、
ま
う
た
る
と
見
て
、
勝
報
、
霊
勢
を
緊
げ
で
逃
げ
た

●
な
ん
ご
と
、
後
代
中

緒
上
に
ヽ
礎
ら
ん
こ
と
を
日
織
＜
、
合
職
と
始
め
た
な

な
う
．
Ｉ
に
相
嗜
み
、卦

●
ゆ
人
最
ャ
几

て
、朝
の
本
を
結
．ば
ず
、
切
所
に
描
ら
ず
、革
常
に
勝
■
を
数
さ
ば
、
催
令
百
．■
職
ふ
と
も
、
＝
長

の
武
路
を
以
て
、勝
頼
が
鮮
光
・に
は
及
ぷ
べ
か
ら
す
。
然
ウ
と
雖
も
、
常
■
に
果
報
に
し
て
、
ズ

下
の
権
円
な
れ
ば
、数
熙
と
押
領
し
、
軍
勢
を
多
く
従

へ
ら
る
ヽ
に
よ
う
、
我
ｔ
ｔ
に
は
攻
め
濾

き
る
べ
し
「

さ
す
れ
ば
↓今
度
の
書
札
も
、
管
時
の
意
推
を
通
れ
た
と
「
歓
せ
；
る
ヽ
潤
儀
な
れ

ば
、
我
れ
一何
な
之
を
許
溶
ｔ
一ん
。
使
備
、速
に
安
土
に
館
ヶ
、
此
旨
を
以
■
、
静
■

●
演
脅
す
べ
し

と
仰
せ
け
れ
ば
，勝
仙
院
は
御
前
を
立
ち
で
、
江
州
に
≧
そ‐
館
う
け
れ
。

甲
陽
の
府
館
妖
磯
附勝
頼
、鳳ふ
勝
を
助
け
ら
る

拌
高
班
弾
正
死
去
の
事

明
く
れ
ば
、
天
工
六
戒
ま
年
一
月
元
■
“
賀
織
、
甲
川
の
御
常
に
於
て
、
四
郎
勝
颯
、
之
を
受
け

億 1F

″勝

織I:

給
ひ
、長
生
の
就
言
を
を
洗
行
は
れ
け
る
。
然
ろ
に
、
共
崚
雑
げ
な
る
事
業
，
お
ケ
し
■
ヽ
拷
せ
，

御
屋
形
減
亡
０
物
怪
な
う
と
中
ｔ
．け
れ
菫
、
リ
ｌｉＦ
の
書
館
に
お
る
女
■
凛
■
朝
■
・魂
を
空
特
ｔ
，

て
、胸
意
セ
冷
■
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
ｔ
中
に
も
同
だ
さ
正
月
十
五
■
一
作
軒
０
調
毒
の
右
■
方

に
書
っ
て
，御
慮
ら
隅
に
、大
な
る
影
の
本
、
た
，
あ
●
け
る
が
、裏
な
に
て
，
馬
の
高
く
町
ふ
特
．

二
三
度
し
た
，
け
う
。
勝
報
、
不
思
議
に
思
召
し
御
糠
あ
る
に
、
■
の
生
詐
二
う
、
・慨
に
換

ひ
噴

締
ん
で
ぞ
居
た
う
け
る
。
則
ち
御
調
性
懸
に
あ
う
け
る
弓
を
取
う
給
び
、
山
鳥
つ
在
矢
を
つ
が

ひ
給
ふ
慮
ｔ
、
ｉｌｉ
な
惚
域
．既
線
に
立
出
で
、之
を
■
．一
ｒ
大
に
怪
ふ
．先
づ
御
弓
を
納
め
給
ふ
べ

し
と
制
し
、■
う
寄
う
け
る
に
、其
儘
清
え
て
失
せ
た
，
―け
る
と
を
妊
じ
け
れ
．
勝
斑
は
、射
瞥
め

ぬ
こ
と
の
無
念
さ
よ
と
な
仰
せ
け
る
で
賞
に
上
杉
入
通
謙
信
は
、■
年
九
月
．
使
者
一ｔ
以
で
、
鷲

長

へ
中
さ
れ
け
る
旨
あ
る
に
よ
う
、常
正
月
ょ
，
選
筆
佐
渡
・飛
騨
〓越
■
・能
ギ
・加
４
■

・
１１
野
八

箇
国
の
分
闘
に
陣
筋
し
て
、
〓
一月
十
五
日
、
本
日
‥１１
を
進
曇
あ
う
。
越
前
ｔｔ
於
て
、
館
長
．ケ
繊
＝

し
、
天
下
を
常
撮
ｔ
せ
ん
と
宣
ひ
、ｌｌｌ
意
甚
だ
雄
■
な
れ
，
．上
Ｆ
幕
丁
の
議
■
、勇
ふ
進
織
ず
キヽ

ぃ
ふ
こ
■
■
じ
）
既
↑
て
漁
結
は
、
■
ね
て
北
雄
氏
．攻
の
合
弟
を
．・妻
子
ｔｉ
ｔ
ぼ
れ
，
上
彰
一
露
・

■
喘
一一・■
■
■
ヽ
「
＝
欄
■
梅
！
場
一
●
・
■
●
な
す
●
■
■
一
■
　
　
　
　
　
　
　
　
一・ｔ
・



難
１〓
遊
■

骨
此
と
名
付
け
、又
甥
の
菫
李
治
と
も
養
ひ
て
、激
勝
と
な
名
来
ら
せ
ら
れ
け
る
〓
難
る
に
、占

償
、進
機
の
用
意
調
う
、首
途
あ
う
■
と
す
る
二
月
九
日
、■
ほ
よ
う
僻
村
●
■
さ
れ
、幡
井
術
帯

■
て
、同
じ
さ
十
三
日
、
四
十
１ノＬ
歳
に
て
逝
去
あ
う
。
然
る
に
、其
響
十
四
日
、
最
靭
一
本
た
代
稲

籠
う
、謙
信
の
御
影
を
懸
け
，
直
江
山
城
守
己
下
を
召
集
め
、
景
虎
退
治
●
静
綺
〓
”
る
‐〓
三
郎

量
虎
、之
を
聞
き
て
、
同
じ
ぐ
一
の
曲
輸
に
拓
籠
う
け
れ
ば
、
本
九
よ
う
難
迪
と
強
く
打
懸
く
る

よ
■
，
．
景
虎
堪
ら
ず
一
越
後
閾
府
中
に
引
逃
く
。
然
る
に
、
ｌＬ
鮨
丹
後
■
、
と
を
熾
い
て
安
か

ら
ず
思
ひ
け
れ
ば
、Ｆ
定
城
を
打
立
ち
、本
＝
山
に
至
ウ
、
景
勝
に
中
し
け
る
は
ヽ
譲
倍
公
逝
去
，

一
月
も
過
ぎ
ざ
る
に
、榔
慾
ら
釜
め
に
、
兵
を
動
か
さ
ら
ヽ
こ
と
、
た
籠
，
鷲
在
夕
ｏ
分
＝
八
簡

関
の
内
．越
後
・越
前
。上
野
一確
渡
を
、嶺
虎

へ
渡
さ
れ
、
景
勝
ヽ
は
「
経
率
・力
撃

越
中
，飛
辮
四
節

回
を
支
配
あ
り
、兄
弟
の
町
に
、弓
箭
を
止
め
給
ふ
べ
し
。
ま
み
る
に
於
て
は
、兄
弟
金
騰
あ
う
、

越
前
に
打
出
で
■
れ
ヽ
信
長
に
楯
が
は
れ
、
自
君
の
志
を
も
織
ぎ
絆
ひ
て
こ
そ
．
謙
備
の
御
家
督

と
も
、中
す
べ
け
れ
ど
、凍
め
け
れ
ど
ヽ
「景
勝
、
柳
も
此
事
を
用
ひ
ら
れ
ぎ
る
に
よ
う
、
北
條
大

に
な
り
、景
勝
ケ
警
て
ヽ
景
虎
を
助
け
一英
勢
八
千
餘
人
を
後
へ
、越
後
閣
善
光
時
に
障
を
取
多
、

=|11111111

日
々
足
樫
を
■
し
け
れ
ば
、
本
１１
■
■
，
■
、
安
＝
上
継
↑
等
、
■
椰
七
駈
け
違
各
を
■
‘
ｔｔ
，Ｉ

勝
生
年
十
四
カ
一
然
も
弓
箭

に
賢

々
に
く
，ｔ
隣

に
緋
れ

て
Ｔ
勢
・な
出
し
、書
■
■
一
後
ヽ
驚
捕

ヘ

廻
う
、
一．■
■
■
を
作
り
か
け
、喚
さ
叫
ん
で
突
ス
リ
ー‐ナ
・ｔ
ば
、
流
石
●
北
纂
「
不
意
ｔ
■
■
れ
「

前
後
を
忘
じ
敗
走
し
て
、
景
党
の
絆
城
府
中
を
指
し
て
、引
雄
ぐ
‘
一
■
務

の
■
性
一
雄
■
■
・ど
■

寛
け
、
大
勢
を
計
取
う
た
う
。
中
に
も
北
性
に
は
．
＝
勝
の
ｊ

ｌ‐１１
■
＝
■
馬
篤
付
け
け
‘

が
、
場

排

ひ
引
避
き
、
一Ｌ
に
響
日
死
し
た
う
け
う
。
さ
る
に
性
つ
て
，
Ｉ
■
難
礎
、
相
州
■
■１
肝
に
，
事

を
乞
は
れ
け
れ
ば
、
■
■
驚
き
、
急
ぎ
甲
州
に
使
者
を
以
て
、
中
よ
れ
■

な
は
、
噴
＝
，
上
”
縦
結

死
去
敬
さ
れ
、
景
勝
●
景
虎
を
選
出
し
候
に
付
、
化
去
は
今
月
十
三
＝
な
る
に
，
■
筆
十
円
自
よ

う
、兄
弟
、
本
日
山
城
中
ｔｔ
ｔ
勝
負
“
仕
る
に
、
＝
慮
打
■
け
、
け
麟
膚
申
に
選
卜
債
べ
ぼ
●
■
修

丹
後
守
一ュ
ニ
虎
を
助
け
、膚

ヶ
ｌｔ
遺
今
‘
違
ぐ
る
の
慮
●
一
．同
じ
３
■
十
日
の
ｔ
ｉ
ユ
糠
不
■
に
―‐１１

で
で
、丹
後
守
討
死
。た
非
に
及
ば
ず
ザ
既

に
＝
此
期
腹
Ｉ

る
べ
き
の
な
に
一■
政
μ
栂
〓
〓
雑
み‐

今
に
持
ち
泳

午
候
．
何
事
勝
幅
、
御
―――
を
ｌｌｌ
さ
れ
、
量
聯
が
暴
悪
を
選
け
ち
摯

‐‐
‐‐
■
一影
■
慨
め
■

跡
を
、
一二
郎
景
た

に
典

へ
下
さ
れ
償
は
ヽ
、
生
前
死
後
，
Ｉ
１１１‐
、
む
一だ
氏
．厳
一
泉
丁
●
■
０
て
■
機

一●
■
一
一・”
館
嬌
贅
■
・一
漱
゛
Ｉ
ｔ
勧
け
‐ら
〓
丼
ｉ
ｔ
れ
■
埓
■
一
■
一

・　
　
　
　
一　
・■
一
　
　
．　
　
　
　
一
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■1越
イt

武
田
三
此
下
記
　
卜
と
牛
〓
卜
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
・　
　
一，

ｔ
存
・ず
べ
し
、
御
出
障
に
於
て
は
、
江
戸
の
意
山
に
．
・―ヒ條
治
都
人
情
」■
永‐
一中
峰

市ヽ
＝
■
〓
．ｔ

田
大
嚇
な
差
副
へ
、　
高
た
千
人
を
常
選
Ｌ
＝
べ
Ｌ
た
、慇
ル
に
中
越
さ
れ
し
か
‥‐■
、薔
雑
「氏
蔵

一の
妹
畷
■
い
い
，
我
が
力
に
及
ば
ぬ
強
敵
を
、勝
幅
に
哺
ｔ
る
ヽ
段
、面
口
な
夕
と
で
、早
●
轟
馬

あ
り
け
る
に
、
細
維
六
十
に
は
「
高
城
源
″
郎
剛
里
商
漏
劇
‐ｉ‐．‥岬
翼
肛
「
■

‐１‐‘一場
民
部
サ
靖

一
献
一

学
標
準
人
佑
轍
嚇
Ц
郡
げ
出
貯
√，‐
‐．
囀
ｔ
，・跡
部
大
炊
之
助
・卜
昼
惣
戯
・ｋ
れ
釣
間
、
１１，
■
合
せ
て
七
千

餘

人
、
ｌＬ
集

の
軍
喧

一
高
Ｉ
Ｉ
人
、
計
仁

―‐
●
た
な
徒

へ
ら

れ
、
頃
は
天
―――
六
年

三
月
ＩＩ
Ｉ
日
、
甲

府

名
進
織
あ
う
。
選
後
鮮
版
．ｒ
一に
一＝
伴
け
、
陣

を
取
ら

れ
け
る
に
、
最
肝
ヽ
此

こ
と
七
聞
騨
で
、
安

か
ら
ず
思

は
れ
け
れ
ゴ
、
直
〓

―，Ｉ
城
■
・
■
―――
大
炊
之
助
・杉
暉
常
絆
ι
十

一■
田
■
鞣
ι
↑
■
七

引
典
し
、
共
勢
三
高
三
十
人
、
■
日
ｌｌｌ
を
押
１１１
し
、
合
職
一を
以
‘
懸
け‐
Ｌ
Ｆ
け
る
一セ
．
，
犠
の
魅

帥
、各
‐着
手
の
中
。高
城
藤
Ｉ
＝
・馬
場
民
部
少
輔
Ｉ
千
餓
人
を
以
て
■■
後
の
飾
Ｉ
段
を
切
嚇
せ

ば
、
叶
は
ず
ｔ
ｔ
引
選
ぐ
．
斯
ぐ
て
一
問
雨
日
を
置
き
，■
景
勝
、構
本
を
以
て
先
を
懸
」
あ
れ
、

■
杉
家
鸞
の
鷹
の
九
鮒
ケ
一■
て
、丼
駈
り
あ
る
。
甲
州
家
電
、十
＝
惣
成
，原
年
入
確
、
四
十
人
を

以
て
九
備
に
一作
う
、飯
側
―――
を
押
下
し
●
＝
勝
の
六
千
餘
人
と
波
う
合
ひ
、人
花
を
撤
ｔ
戦
ふ
に
「

十
年
惣
虜
、叫
＝
ｔ
以
で
ノ，ｉ
右
１
１，
扶
幣
て
は
、世
勝
ゆ
■
、出
度
路
ｉｔ
ｔ
一，
一色
“
■
立
つ
ャ
一轟

江
・安
川
、■
々
ｔ
押
懸
る
，
時
代
勝
職
一
‥１‐‐
爆
と
討
た
す
な
■
下
如
せ
ら
‐■
一
驚
■
■
理
ｔ
級
，

給
へ
ば
、北
僚

，
珈
射
各
。人
敗
を
押
―１１‐１
一
一
一■
跡
榔
一
炊
”
一＝
一
一
，
■
ケ
一
一
ケ
一
■
， 繊

抱

を

打
懸

け
奪

を

入

る

れ
は

、
想
後

外

、
一鸞

を
一失

ひ
●
■

＝

ＩＩ‐
■

ざ
し‐
て
＝
選
ヤ

■

，

た

，

け

れ

は
、一ユ
勝
、爾
■
の
軍
に
利
を
失
ひ
、
如
”
ど
一キ
■
べ
■
一
う
な
ぐ
．
般
ぽ
果
て
ヽ
嬌
絆
ふ
慮
に
、

血
江
山
城
守
が
計
ち
‘
に
て
、工
角
降
参
あ
つ
て
お
ｔ
べ
し
，
ま
あ
る
に
一般
て
は
、上
野
を
勝
性

に
業
上
げ
ら
れ
、御
妹
格
を
乞
請
け
綸
ひ
一御
織
ど
中
上
げ
ｔ
れ
一継
み
べ
く
，
は
ん
と
，―‐‥
す
に
よ

も
、然
ら
ば
、其
織
を
計
ら
へ
と
で
．勝
幅
の
本
諄

へ
●
健
者
を
思
さ
れ
、■
勝
術
を
ｋ
み
、
今
．
勝

瓢
の
軍
門
に
降
ら
え
こ
と
を
請
ス
」
然
る
上
は
、東
上
野
を
以
て
、勝
襲
に
林
げ
中
す
べ
し
，
鷲

く
は
、
信
玄
公
の
御
息
女
と
、景
鰺
が
■
家
に
組
ば
，
偉
べ
か
し
か
さ
綺
は
ヾ
、御
■
下
に
優
ば
、

御
光
を
仕
う
候
べ
し
と
、中
し
赳
さ
れ
け
る
に
、長
紫
”
冊
・跡
椰
大
炊
之
助
等
―――
し
け
る
は
、
■

惨
は
、北
越
に
勇
成
を
振
は
れ
、既
に
八
篤
幽
の
■
囀
な
■
一
■
、
一
■
ウ
御
．式
賄
七
鳳
ｔ
一■
繊

の
家
麟
七
．幕
下
に
雀
へ
ら
る
ヽ
こ
と
■
非
の
意
見
に
■
ぶ
べ
か
，
ず
¨
此
上
ぼ
，一一十
搬
籍
鐵

．
一一
　
・■
機
，
府
”
‘
瑳
＝
静
薇
■
静
ｔ
助
ｔ
ｉ
ち
丼
薔
〓
韓
■
を
去
″
一挙
　
　
．　
　
　
　
　
　
・一一^
●
・　
　
　
一
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の
武
窮
鮮
丘
を
も
、
電
下
に
見
な
し
給

ス
な

れ
ば
、
選
付
本
意
を
も
．
３
，
給

ス
ベ
じ
キ
■
せ
は
，

犠
報

、孵
ち
許
詰
あ
う
ｏ
菊
御
料
人
を
、選

き
る
べ
し
た
返
事
あ
う
け
れ
籍
、
景
勝
、
事
覚
織

か
ら

ず
。
然
ら
ば
、
御
機
を
中
す

べ
し
と

て
、
＝
木
末
、
心
を
織
ず
峻
じ
き
山
の
書
紙
を
推
げ
ら

れ
、
薫

上
野
を
進
■
の
上

に
、
御
職
者

に
罷
成
う
候
印
と
し
て
、
世
後
■

三
十
端
一
よ
金

一
萬
腋
、
勝
慨

に
進
上
あ
り
、
御
機
を
中
さ
れ
け
る
。
搬
又
、
今
度

の
餞
、
雨
入
洗
持
め
“

な
●

た
，

、■
版
，雛
露

雨
入
が
方

へ
，
黄
金

二
十
離
寛
、
性
勝

ょ
う
下

さ
れ
け
れ
ば
、
瀬
人
大
，
俺
よ
、
露
加
な
る
由
な
御

織
中
し
け
う
。
釣
欄

―１１
し
け
る
は
、去
る
元
ｍ

一
年̈
、信
玄
公
、天
下
に
驚
七
進
め
，，
オ

ベ
し
た
て
、

分
園
中
の
金
子
と
黎

め
給

ふ
に
、
後
家

役
・出
家

の
書
帯
役
迄
、
取
■

め
ら
れ
で
、
漸

を
た
ｆ‐‐
Ｉ
Ｉ

爾
集
う
ｍ
る
■

、
市
＝
一宙
内
・跡
部
美
作
守
、
一市
上
散
さ

オ■
，
。
今

さ
せ
る
こ
と
も
無

い
に
、
鮮

ｔ

暉
』
い
螂
¨
↑
踊
瞥
「
け

［
』

』
は
、「
い
〔
『
¨

］
［
】
［
崚
」
「
」
日
』
ｒ
脚
【
【
一脚
口
］

一
味
せ
ら
れ
、
―
‐．
惜
し
き
次
第
な
れ
ば
、今
は
我

ケ

一
高

五
千
人
を
り
て
、勝
性

に
合
職
せ
″
ど
詳

書
し
け
ち
に
一
勝
囃
・叉
、
景
虎

の
方

人
本
庄
清
七
郎
・北
城
安
藝
守
と

、雨
度
職

ひ
綸

ふ
に
、
勝
概
、

・欄
童
社
が
ら
撥
勝
悛
れ
け
す
。
漱
成
、今
は
一姿
何
と
■
す
べ
■
や
，
Ｉ
■
一財

‐ち一概
を
り
，
絆

ヘ

ば
、Ｌ
に
の
一
え
幣
共
ぼ
、面
目
を
た
い
、
・′
卜
田
原
に
と
●
館
う
．け
れ
．
■
在
一に
”
■
■
一脱
瞥
一

二
月
下
旬
、
■
＝
ｔ
馬
を
入
れ
給
ム
．
終
一
一
近
年
、
手
班
一跡
師

，
一
一
一■
‡
一
警
‐‐こ一
熙
一

ど
懸
け
、牧
■
，
■
を
押
掠
め
、賄
路
に
耽
ヶ
一
議
人
ｉ
ｔ
■
れ
ば
，
今
度
■
′
■
＝
、”
ぼ
Ｑ
驚

金
、偏
に
彼
ら
繭
＾

，
お
覺
を
以
で
．
勝
頼
に
篠
″
仕
ケ
各
■
せ
一
し
″
，
多
■
金
子
セ
肝
路
に

取
り
、和
睦
を
計
，
け
．，
と
、諸
人
大
に
嘲
う
、腹
穫
ウ
舞
眸
み
る
Ｌ
ら
側
に
、
一
常
の
狂
歌
ｒ
立

て
た
，
、無

常
や
な
園
を
求
減
す
る
こ
と
は
越
後
の
鐘
の
“
ヽ
３
な
ケ
け
，

総
る
に
、同
年
三
月
、高
城
弾
正
島
鷲
、踊
セ
煩
い
け
ス
に
、病
確
少
し
も
信
玄
公
の
容
腋
●
Ｉ
肝

ず
、大
，
に
事
甲
斐
な
，
な
う
け
れ
ば
、勝
瀬
を
始
め
・ず
躙
譜
代
の
面
を
集
ヶ
綸
一
一撻
諄
樹
や

ｌｔ
．手
を
確
さ
れ
け
る
と
を
は
な
難
け
れ
■
ざ
れ
ど‐
一
一
黎
に
死
し
た
，
け
る
ｔ
ヶ
．
式
＝
ウ
家

の
不
群
な
れ
，
則
■
二
，
哺
坂
源
Ｉ
郎
ｔ
一仇
千
＝
り
無
地
´
共
に
「＝
心
確
■
町
百
＝
・十
貯
な

『
一
一一
一
“
”
”
“
“
「
『
一
一

，
一
一
一
「
“
¨
“
「
い
「
一
一
一
「
「
一
一
一
一
一
一
一
・
一
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:1.ま
り、

上
憫
治
難
耗

巻
と
大

一　
た
ち
¨
賞
に
せ
た
１
事
は
、高
＝
精
果
ｆ
ゝ
［
各
一、■
町
・跡
部
雨
入
Ｉ
一
Ｌ
躙
彙
を
載
行
ひ
け
も
に

一　
―
ヽ

資
共
「
青
山
義
Ｉ
、
甲
州
を
去

「
Ｉ
、ｆｌｌ
日

ヽ
ぬ
き
け
る
事
、甲
家
の
た
，
事
．
■
夕
に
お
，

―
●
〓
■
ら
赦
，
進
１
・．Ｉ
■
は
少
―
ボ
サ
ヽ
人

や
多

ル
ー，
――
心
「
た
粧
勝
痰
■
モ
奪
に
し
■
、性
臣

の
社
を
年
ギ
■
．
佑

「
ｔ
，
人
ホ
‐ｌ
中
を
択
＝
い
、
ｉｔ
々
ｏ
式
欄
家
，減
亡
近
き
に
あ
る
事
、械
に

濤
ま
し
か
―‐
―
事́
共
■
卜
．


